
天然生広葉樹を活用した

低コストな針広混交林造成技術の開発
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１ 開発目的

皆伐跡地にヒノキを植栽する際、天然更新木（ヤマザクラ、クリ等）を活用することにより、

①ヒノキ植栽本数の低減と地拵え・下刈りの簡略化による低コスト化を図るとともに、②有用広

葉樹育成技術の確立を図る。

２ 成果の概要
・ 天然更新木を活用することで植栽本数の削減が可能である。（図１）

・ 地拵え、下刈り等の作業を簡略化しても、ヒノキの成長は、樹高、根元径とも対照区と大

きな差がなく、これらの作業は通常の半分程度の回数でも問題ないと思われる。（表１、

図２、図３）

 

H19 H20 H21 H22 H23 H24
地拵え 下刈り 下刈り 下刈り 下刈り 下刈り

試験区① 13.000 4.483 8.036 25.519 2

試験区② 13.000 4.911 3.571 4.911 26.393 3

試験区③ 6.378 5.241 11.619 2

対照区 13.000 4.688 3.127 4.313 4.243 4.093 33.464 5
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図２ 試験区別の「混植区」に

おけるヒノキ樹高成長の推移 

表 1 試験区別の地拵え、下刈り実施の状況 

※地拵えは、標準功程による。

※試験地①～③において、それぞれ「ヒノキ単植区」「混植区」「天然更新区」を設け、地拵え、下刈り

について表のような実施方法の違いを設けた。「対照区」は、ヒノキ植栽木と天然更新木が点在。



３  成果の詳細 

・ 植栽コストは、天然更新木を活かして植栽を行った「混植区」では、平成 19 年の試験地

設定時はヒノキ植栽木 1,767 本/ha、天然更新木 1,367 本/ha、合計 3,133 本/ha であ

り、苗木コストは 5 割程度削減できた。平成 27 年調査時は、ヒノキ植栽木 1,200 本/ha、

天然更新木 1,433 本/ha、合計 2,633 本/ha で推移している。（図１）

・ 混植区では、平成２７年調査時は、広葉樹に被圧されたヒノキ植栽木は見られない。

・ 地拵え、下刈り等の簡略化については、対照区（地拵え＋下刈り５回）に対して、地拵え

無し、下刈り２回の試験地（試験区③）においても、ヒノキの成長は対照区をそれほど下

回らず成長できていることから、人工数が１/3 に削減できる可能性。（表１、図２、図３） 

・ 混植区のヒノキの樹高は単植区に比べて低くなっているが、岡山県収穫予想表（樹高）の

ヒノキ１～２等地に該当する成長となっている。（図４）

・ 試験地では、有用広葉樹であるヤマザクラ、クリなどが通直に生育している。

・ 「混植」による更新は可能であったが、天然更新木の選定、植え込み個所の配置の検討、

下刈りなど保育作業の複雑化など、作業が煩雑となった。「混植」ではなく、植栽するエ

リアと天然更新するエリアを伐採前に決めることで、コストをより削減することが可能と

考えられる。
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